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　先生は「査読付英文ジャーナルへの挑戦と会計学会：移入より移出を」という草稿を 
2015年12月の雑誌『企業会計』に寄稿されています。そこでは，会計学が「輸入学問」
の段階から「海外へ発信する段階」へ移行する必要性を説いておられます。先生は，米
国学術雑誌への投稿などを通して，海外への発信を率先して実行されてきました。私の
専門である経営学領域でも，若手研究者や院生は，海外での学会報告や海外学術雑誌へ
の投稿に積極的になっていますが，先生は40年以上まえから，そうした努力を継続され
てきた訳です。そして，早稲田を退職される前に今一度，後輩に対して，海外発信の重
要性と難しさについて説かれています。研究分野が違っても参考なる部分が多々ありま
すので，皆さんも是非ご一読ください。
　教育者としての先生は，「大変厳しいが，面倒見も大変に良い先生」であると伺って
おります。口では厳しいことを言われるものの，どちらかというと「情にもろい」とい
う人物評も伺っております。そのおかげで，先生が指導された博士後期課程の学生は，
比較的早い段階で学位取得に至っております。
　鳥羽先生はかくしゃくとされており，まだまだお元気ですが，規程により早稲田で教
壇に立つことはできません。しかし早稲田の教員に定年はありますが，研究者人生に定
年はありません。鳥羽先生が，今後ともご健康にめぐまれ研究に携われることを祈念す
るとともに，先生のこれまでの早稲田大学とくに商学部に対するご貢献に深く感謝申し
上げて，私のご挨拶とさせて頂きます。
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